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主な研究課題 
・多機能ナノ粒子を用いた細胞のイメージングと機能解析：マクロファージ特異性の解明等 
・生体から器官，組織，細胞，細胞内小器官レベルへ至るイメージング技術の開発：近赤外蛍光
イメージグ､X線 CT､蛍光顕微鏡､電子顕微鏡の統合的応用 
・診断と治療の一体化（Theranostics）による革新的医療の開発：放射線治療､磁場/光線温熱治療､
ドラッグデリバリーシステムによる多戦略治療とイメージング技術の融合 
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